
商業科目「マーケティング」における 
知識構成型ジグソー法を取り入れた指導の工夫 

～課題について自ら考え、グループで話し合い、発表する能力の育成を目指して～

○難易度の高い課題に対し自ら考えようとしない。 
○間違いを恐れ、積極的に仲間と話し合うことができない。 
○大勢の前で自分の意見を発表することができない。 

商業班  高柳 昌史（高等学校教員） 

○難易度の高い課題に対しても自ら考えることができる。 
○課題解決のために積極的に仲間と話し合うことができる。 
○大勢の前で自分の意見を堂々と発表することができる。 

生徒の実態 

目指す生徒像 

ステップ１ 

【 考える活動 】 

ステップ２ 

【話し合う活動】 

ステップ３ 

【発表する活動】 

【ステップ１】 

「共通資料」とＡ～Ｄの「専門
資料」をもとに個人で考える。 

【ステップ２】 
グループ内でそれぞれの考え
を伝え、意見をまとめる。 

【ステップ３】 
グループでまとめた意見を、代
表者が全体の前で発表する。 

【実践１】 
「Ｆフイルムはなぜ
生き残ることができ
たのか」 

【実践２】 
「効果的なちらし広
告について考える」 

◎役割分担がはっきりしているため、各生徒が積極的に課題に取り組んでいた。 
◎グループ内で活発な意見交換が行われた。また、一斉授業とは異なる生徒の活躍も見られた。 
◎実践１に比べ、実践２では発表態度の向上が見られた。 
●発表態度にはまだ改善の余地があるため、今後も継続的に経験を積ませる必要がある。 
●教材の準備に膨大な時間が必要なため、教員間の教材の共有が求められる。 

専門資料Ａ担当 

専門資料Ｂ担当 

発表 
グループ 

専門資料Ｃ担当 

専門資料Ｄ担当 

意見交換･共有 

共通資料は全員が担当 

考えをまとめる 

クラス全体で情報共有 

 知識構成型ジグソー法を用いた自作教材の作成と活用 

 実践例 

 成果（◎）と課題（●） 


